


 

第１０回ハンセン病市民学会総会・交流集会 in 群馬 草津 

全体統一テーマ  いのちの 証
あかし
を見極める 

 
● ５月 ９日（金） 会場 ホテル櫻井	
 	
  	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （全敬称略） 
0．前夜祭 （18:30開場 19：00 開会～ 20：30）映画上映「熊笹の遺言」(制作者：原田芙美子、監督：今田哲史) 
  
● ５月１０日（土） 会場 （第 1）草津音楽の森コンサートホール 
                （第 2）天狗山レストハウス（パブリック・ビューイング使用） 
１．プロローグ （12：30 ～）レクイエム（鎮魂）･･･そして立つ 八丈島太鼓変奏曲とハンセンの詩（うた） 
     
２．開  会 （13：00 ～ 13：25） ＊受付開始 11:00  ＊コンサートホール（ロビー展示） 

    主催者挨拶 谺 雄二（ハンセン病市民学会共同代表） 
     歓迎挨拶 藤田三四郎（栗生楽泉園入所者自治会会長）	
 
          大沢正明（群馬県知事）※予定	
 
          黒岩信忠（草津町長）  
３．総  会 （13：25 ～ 14：00）  
     共同代表選挙結果報告 2013年度活動・決算報告 2014年度活動方針・予算提案 
 

４．全療協緊急アピール （14：00 ～ 14：30） 神 美知宏（全国ハンセン病療養所入所者協議会会長） 
  
５．交流集会 （14:40 ～ 17：30）＊全体会  テーマ いのちの証（あかし）を見極める 
第 1 部「重監房資料館の新設の意味を考える」14:40～16:00 
 コーディネーター 宮坂道夫（新潟大学教員）	
 
    パネリスト 佐川 修（多磨全生園入所者自治会長）	
 
          藤田三四郎（栗生楽泉園入所者自治会長）	
 
          鮎京眞知子（ハンセン病違憲国賠訴訟全国弁護団連絡会・真相究明担当）	
 
          黒尾和久（国立ハンセン病資料館・学芸課長）	
 
    指定発言者 谺 雄二（ハンセン病違憲国賠訴訟全国原告団協議会会長）	
  
第２部「納骨堂を残すことはなぜ大切なのか 

～療養所観の転換の象徴として『いのちの証』を将来に残す」16:10～17:30 

 コーディネーター 訓覇 浩（ハンセン病市民学会共同代表）	
 
    パネリスト 谺 雄二（ハンセン病違憲国賠訴訟全国原告団協議会会長）	
 
          徳田靖之（らい予防法違憲国賠訴訟西日本弁護団）	
 
          森川恭剛（琉球大学）	
 
          未  定（ハンセン病回復者）※交渉中	
   
６．全原協・全療協・弁護団・ハンセン病市民学会 主催 
  国賠訴訟勝訴１３周年 レセプション（18 : 30 ～ 20 : 30 ）＊事前申込制 

    会場 ホテル櫻井 （第 1）立食会場 （第 2）椅子席会場（事前申込の身体が不自由な方優先） 
  

 
● ５月１１日（日） 
１．分科会（9 : 00 ～12 : 00 ） 
【分科会 Ａ】「療養所の入所者の人権が守られるための制度を提案する」  ■ 会場 天狗山レストハウス 
 コーディネーター 青木美憲（邑久光明園副園長） 
    パネリスト 神美知宏（全療協会長）	
 
          金城雅春（沖縄愛楽園入所者自治会会長） 
          小林洋二（らい予防法違憲訴訟西日本弁護団） 
          坂手悦子（邑久光明園ソーシャルワーカー）	
 
【分科会 Ｂ】「ハンセン病被害者の証言集をまとめる必要性を考える」    ■ 会場 草津町役場会議室 
 コーディネーター 一盛 真（鳥取大学教員）	
 
    パネリスト 福岡安則（埼玉大学名誉教授） 
          金 夏 日（栗生楽泉園入所者）	
 
          亀浜玲子（ハンセン病と人権市民ネットワーク宮古共同代表） 
          上里 栄（宮古南静園退所者） 
【分科会 Ｃ】「ハンセン病文学と読書会の可能性」            ■ 会場 栗生楽泉園中央会館 
       司会 坂田勝彦（東日本国際大学福祉環境学部教員） 
 コーディネーター＆パネリスト 
          佐藤健太（出版営業、編集業・ハンセン病文学読書会主宰者） 
    パネリスト 小鹿美佐雄（駿河療養所入所者自治会会長） 
          谷岡美穂（青年・学生部会幹事）	
 
          西村峰龍（名古屋大学大学院文学研究科博士後期課程）	
 
【分科会 Ｄ】「無らい県運動研究会成果報告」         ■ 会場 草津音楽の森コンサートホール 
 コーディネーター 徳田靖之（ハンセン病市民学会無らい県運動研究会代表） 
    パネリスト 内田博文（熊本県無らい県運動検証委員会座長） 
          和泉眞藏（アイルランガ大学客員教授）	
 
          藤野 豊（敬和学園大学教員）	
 
          宮前千雅子（関西大学人権問題研究室委嘱研究員／虹の会おおさか会員）	
 
          佐藤 労（藤田保健衛生大学教員）	
  
２．昼食（12：00 ～ 13：00） ＊予めご予約の弁当は各会場で配布します。 
 
３．琵琶で弾き語る谺雄二作品 死ぬふりだけでやめとけや（12 : 20 ～13: 00）■ 会場 楽泉園中央会館 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  演奏：琵琶デュオ 後藤幸浩（薩摩琵琶） 水島結子（薩摩琵琶鶴田流）  
◇ 部会（13 : 00 ～15: 00）○ 家族部会（福祉会館） ○ 教育部会（社会交流会館） ○ 宗教部会（厚生会館） 
  
◇重監房資料館・重監房跡フィールド・ワーク（＊事前申込制） 
	
 	
 出発地点：栗生楽泉園中央会館場所	
 終了地点：栗生楽泉園職員駐車場 
  Ａゾーン（実施日時 ５月 ９日（金）１３：３０～１６：００） 
  Ｂゾーン（実施日時 ５月１０日（土）０９：００～１１：００） ＊参加申込時に希望ゾーン（時間帯）の 

  Ｃゾーン（実施日時 ５月１１日（日）０９：００～１２：００）  お申込みが必要です。 
  Ｄゾーン（実施日時 ５月１１日（日）１３：００～１６：００）  
● オプショナル・ツアー「草津三湯めぐり」 
昨年オープンした江戸・明治の雰囲気漂う「御座の湯」、人気の「大滝の湯」、「西の河原大露天風呂」の三

湯を楽しんでいただける特別料金のチケットを参加者全員にご提供。期間内に自由にお楽しみください。	
 
 

（注）記載の予定時刻は事情によりいくらか前後する場合がありますので予め余裕を持ってご参加ください。	
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